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上
海
証
券
取
引
所
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
調
査
（
２
）

〜
監
事
会
、
経
営
陣
お
よ
び
意
思
決
定
の
在
り
方
を
中
心
に
〜

王
　
　
東
明

１
　
は
じ
め
に

同
誌
四
月
号
で
上
海
証
券
取
引
所
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
調
査
に
関
す
る
株
主
総
会
と
董
事
会
（
取
締
役
会
）
の
調
査

結
果
を
紹
介
し
た
（
１
）。

今
回
は
監
事
会
、
経
営
陣
、
企
業
の
中
間
組
織
お
よ
び
意
思
決
定
の
在
り
方
な
ど
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
し
よ

う
。２

　
監
事
会
と
監
事

中
国
の
監
事
会
制
度
は
、
会
社
の
財
務
を
検
査
し
、
取
締
役
と
経
営
陣
の
行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
機
能
的
な
面
か
ら
見
れ

ば
、
日
本
の
監
査
役
会
制
度
と
近
い
。
し
か
し
、
監
事
会
メ
ン
バ
ー
に
必
ず
従
業
員
の
代
表
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法

規
定
（「
会
社
法
」
第
一
二
四
条
）
が
あ
る
た
め
、
日
本
の
制
度
と
異
な
る
。

今
回
の
調
査
は
、
ま
ず
監
事
会
メ
ン
バ
ー
の
昇
進
経
路
か
ら
見
れ
ば
、
内
部
昇
進
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
企
業
内
昇
進
の
監

事
会
主
席
は
七
三
・
四
％
で
、
監
事
会
副
主
席
と
一
般
監
事
の
絶
対
多
数
も
企
業
内
昇
進
者
で
あ
る
。

ま
た
、
監
事
会
メ
ン
バ
ー
の
学
歴
を
見
れ
ば
、
監
事
会
主
席
は
短
大
卒
が
最
も
多
く
五
〇
・
三
％
で
、
半
数
以
上
の
監
事
会
副
主



席
も
短
大
卒
で
あ
る
。
但
し
、
監
事
会
メ
ン
バ
ー
全
員
の
短
大
卒
の
比
率
は
半
数
以
下
で
あ
る
。
監
事
の
資
質
は
董
事
（
取
締
役
）

と
比
べ
る
と
か
な
り
低
く
、
し
か
も
法
律
、
会
計
お
よ
び
技
術
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
持
た
な
い
「
政
工
幹
部
」（
党
委
員
会
や

労
働
組
合
の
幹
部
）
が
多
い
た
め
、
董
事
会
と
経
営
陣
の
経
営
ミ
ス
や
自
利
行
為
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
無
理
だ
と
取

引
所
は
指
摘
す
る
。
ま
た
監
事
会
メ
ン
バ
ー
の
指
名
や
ポ
ス
ト
の
選
定
お
よ
び
報
酬
な
ど
が
一
般
的
に
董
事
会
と
経
営
陣
の
ト
ッ
プ

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
監
事
会
の
企
業
経
営
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
が
実
際
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
個
人
調
査
の
三
、
九
七
八
人
の
う
ち
、
監
事
は
全
調
査
対
象
の
二
四
・
八
％
に
あ
た
る
九
八
七
人
で
あ
る
。
そ

の
内
訳
は
監
事
長
・
副
監
事
長
が
全
体
の
二
六
・
八
％
、
一
般
監
事
は
七
二
％
、
監
事
会
秘
書
は
一
・
二
％
で
あ
る
。
ま
た
、
監
事

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
勤
め
る
期
間
が
三
年
を
超
え
る
監
事
は
二
八
・
八
％
、
三
年
以
下
は
七
一
・
三
％
で
あ
る
。
殆
ど
の
監
事
（
九

二
・
六
％
）
の
任
期
は
九
七
年
〜
九
九
年
の
間
か
ら
開
始
し
、
ま
た
九
四
・
三
％
の
監
事
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
三
年
の
間
に
任
期

を
満
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

取
引
所
の
成
立
か
ら
既
に
一
〇
年
を
経
た
が
、
上
場
開
始
以
来
調
査
企
業
の
監
事
会
の
会
議
は
平
均
で
八
・
三
七
回
を
招
集
し
、

年
平
均
で
二
・
三
回
と
い
う
計
算
に
な
る
。
九
六
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の
三
年
間
の
年
平
均
招
集
回
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
八
回
、

一
・
八
回
、
三
・
七
回
で
あ
り
、
平
均
の
参
加
人
数
は
五
人
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
監
事
会
メ
ン
バ
ー
の
人
事
権
は
実
際
に
は
董
事
会
と
経
営
陣
の
ト
ッ
プ
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
お
り
、
監
事
の
大

部
分
は
専
門
的
な
知
識
を
持
た
な
い
党
・
組
合
幹
部
や
従
業
員
代
表
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
た
め
、
監
事
会
は
実
際
に
経
営
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
機
能
を
発
揮
せ
ず
、
形
骸
化
の
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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３
　
経
営
陣

（
１
）
経
理
の
昇
進
経
路

今
回
の
調
査
で
は
、
経
理
（
社
長
、「
総
経
理
」
と
も
呼
ぶ
）
の
昇
進
経
路
を
見
る
と
、
総
経
理
（
社
長
）
の
七
九
・
一
％
が
内

部
昇
進
者
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
筆
者
が
九
九
年
実
施
し
た
二
三
八
社
上
場
企
業
の
調
査
に
お
け
る
上
海
企
業
の
数
字
（
八
〇
・
五

六
％
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
２
）。

ま
た
、
絶
対
多
数
の
副
総
経
理
（
副
社
長
）
も
内
部
昇
進
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
総
経
理
と
副
総
経

理
を
含
む
上
級
管
理
者
（
経
営
陣
）
の
出
身
を
見
る
と
、
基
本
的
に
は
上
場
す
る
前
の
企
業
（
特
に
国
有
企
業
）
か
ら
昇
進
し
た
者

が
圧
倒
的
に
多
く
、
他
の
法
人
や
外
部
か
ら
の
招
聘
は
比
較
的
少
な
い
。

（
２
）
経
理
の
学
歴

経
理
の
学
歴
を
見
れ
ば
、
六
九
・
二
％
の
総
経
理
（
社
長
）
は
大
卒
以
上
の
学
歴
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
前
回
紹
介
し
た

董
事
長
の
学
歴
（
大
卒
以
上：

六
七
・
七
％
）
と
近
く
、
九
九
年
に
筆
者
が
実
施
し
た
二
三
八
社
調
査
に
お
け
る
上
海
企
業
の
総
経

理
の
学
歴
（
九
六
年
〜
九
九
年
の
平
均
の
大
卒
以
上：
六
〇
・
五
五
％
）
よ
り
増
え
た
（
３
）。

九
九
年
末
の
時
点
で
、
総
経
理
の
資
質
が

ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
卒
以
上
の
副
総
経
理
の
い
る
企
業
は
サ
ン
プ
ル
企
業
の
半
数
以
下
で
、
筆
者
が
実
施

し
た
二
三
八
社
の
調
査
で
も
四
割
前
後
で
半
数
を
超
え
な
か
っ
た
（
４
）。

（
３
）
兼
任
状
況
と
任
期

今
回
回
収
さ
れ
た
個
人
調
査
三
、
九
七
八
人
の
う
ち
、
董
事
や
監
事
以
外
に
、
上
級
管
理
者
（
経
営
陣
）
の
ポ
ス
ト
を
兼
任
す
る

者
は
一
、
〇
四
六
人
で
、
全
体
の
二
六
・
三
％
、
有
効
回
答
の
三
二
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
董
事
や
監
事
以
外
に
上
級
管
理
者
を
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兼
任
し
な
い
者
は
有
効
回
答
の
六
七
・
三
％
に
達
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
上
級
管
理
者
（
経
営
陣
）
は
董
事
会
（
取
締
役
会
）
と
の

間
に
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
あ
る
程
度
の
独
立
性
を
持
っ
て
い
る
と
取
引
所
は
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
、
調
査
さ
れ
た
兼
任
者
一
、

〇
四
六
人
の
う
ち
、
総
経
理
、
常
務
副
総
経
理
、
副
総
経
理
お
よ
び
総
経
理
補
佐
の
ポ
ス
ト
を
持
つ
者
は
一
、
〇
一
六
人
、
総
経
理

と
副
総
経
理
の
比
率
は
全
体
の
九
〇
・
三
％
に
達
す
る
。
上
級
管
理
者
を
兼
任
す
る
董
事
や
監
事
は
全
体
の
二
六
・
三
％
と
は
い
え
、

殆
ど
の
兼
任
者
は
経
営
権
を
握
る
ポ
ス
ト
に
就
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
５
）。

ま
た
、
上
級
管
理
者
の
ポ
ス
ト
を
持
つ
董
事
の
う
ち
、
三
二
％
は
上
級
管
理
者
の
任
期
が
三
年
を
超
え
、
三
年
以
内
の
者
は
六

八
％
で
あ
る
。
九
七
年
〜
九
九
年
の
三
年
間
に
、
上
級
管
理
者
の
兼
任
が
始
ま
る
董
事
は
八
九
・
五
％
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
三
年

間
に
、
上
級
管
理
者
の
任
期
を
満
了
す
る
董
事
は
八
八
・
五
％
に
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
経
理
の
責
任
対
象

経
理
は
誰
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
董
事
会
」
と
答

え
た
経
理
は
半
数
（
五
七
・
七
％
）
を
超
え
る
。
ま
た
「
株
主
全
員
」
と
「
経
理

層
」
を
選
ん
だ
経
理
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・
一
六
％
と
一
二
・
二
％
に
な
る
（
表
１
）。

こ
の
回
答
か
ら
見
れ
ば
、
半
数
以
上
の
経
理
は
責
任
対
象
を
「
董
事
会
」
に
選
ん

だ
が
、
全
体
と
し
て
「
董
事
会
」
に
責
任
を
持
つ
意
識
が
ま
だ
ま
だ
薄
い
と
考
え

ら
れ
る
。

（31）

項目 回答数（人） ％
派遣された株主 228 6.9
株主全員（中小株主を含む） 447 13.6
董事会 1,901 57.7
経理層 405 12.2
従業員 210 6.4
証券監督管理部門 3 0.1
政府主管部門 71 2.2
最終顧客（製品とサービス） 28 0.8

貸付銀行 2 0.1
合計 3,297 100.0

表１　経理は誰に対して責任を持つか

（出所）1999年上海証券取引所の調査。

製品とサービスの販売先 1 0.0
長期相対取引先 1 0.0



４
　
企
業
の
中
間
組
織
と
関
連
子
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
１
）
企
業
の
中
間
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

企
業
の
中
間
組
織
で
あ
る
各
生
産
管
理
部
門
は
、
人
事
や
報
酬
と
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
ま
ず
従
業
員
の
採
用
や
解
雇
に
関
し
て
は
、
企
業
の
各
業
務
部
門
に
は
一
定
の
影
響
力
が
あ
り
、
人
事
部
門
は
そ
の

決
定
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
人
事
部
門
は
採
用
や
解
雇
以
外
の
人
事
と
報
酬
関
連
の
決
定
に
も
一
定
の
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
経
営
陣
は
企
業
内
の
人
事
や
報
酬
に
関
し
て
決
定
的
な
影
響
力
ま
た
は
全
て
の
権
限
を
持
ち
、
特
に
、
中
間
管
理
層
以
下
の

任
命
、
報
酬
お
よ
び
評
価
に
つ
い
て
、
そ
の
権
限
を
握
っ
て
い
る
。
董
事
会
は
全
額
出
資
の
子
会
社
、
多
数
出
資
の
子
会
社
お
よ
び

資
本
参
加
企
業
に
対
し
て
、
人
事
の
任
命
、
報
酬
お
よ
び
評
価
の
全
て
の
決
定
権
ま
た
は
決
定
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。

（
２
）
関
連
子
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

サ
ン
プ
ル
企
業
の
全
額
出
資
子
会
社
の
大
部
分
は
株
主
会
、
董
事
会
お
よ
び
監
事
会
を
設
置
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
サ
ン
プ
ル

企
業
の
多
数
出
資
子
会
社
、
資
本
参
加
企
業
、
本
社
所
在
地
子
会
社
お
よ
び
本
社
所
在
地
以
外
の
子
会
社
の
大
部
分
は
、
株
主
会
、

董
事
会
お
よ
び
監
事
会
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ル
企
業
の
海
外
子
会
社
の
大
部
分
は
監
事
会
を
設
置
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
サ
ン
プ
ル
企
業
が
上
場
す
る
前
に
は
、
そ
の
子
会
社
お
よ
び
資
本
参
加
企
業
に
は
株
主
会
と
監
事
会
が
な
く
、
董
事
会

だ
け
を
設
け
て
い
る
。
上
場
後
は
、
新
設
の
子
会
社
は
「
新
三
会
」（
株
主
会
、
董
事
会
、
監
事
会
）
を
設
置
し
て
い
る
。

サ
ン
プ
ル
企
業
は
海
外
の
子
会
社
に
経
理
（
社
長
）
や
財
務
責
任
者
を
派
遣
し
て
い
な
い
が
、
大
部
分
は
国
内
の
子
会
社
に
董
事
、

経
理
お
よ
び
財
務
責
任
者
を
派
遣
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
社
の
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
、
大
部
分
の
サ
ン
プ
ル
企
業
は
支
社
の
総
経
理
、
副
総
経
理
お
よ
び
財
務
責
任
者
を
派
遣
し
て

（32）



い
る
。
し
か
し
、
本
社
所
在
地
の
支
社
と
海
外
支
社
を
除
け
ば
、
大
部
分
は
支
社
の
人
事
責
任
者
、
技
術
責
任
者
お
よ
び
市
場
責
任

者
は
派
遣
し
て
い
な
い
。
新
し
く
買
収
し
た
支
社
に
対
し
て
、
一
部
の
企
業
は
副
総
経
理
と
人
事
責
任
者
を
派
遣
せ
ず
、
一
部
の
企

業
は
派
遣
し
て
い
る
。

５
　
意
思
決
定
の
在
り
方

（
１
）
最
も
権
限
を
持
つ
機
関
は
ど
こ
か

「
会
社
法
」
は
、
株
主
総
会
は
会
社
の
意
思
決
定
機
関
（「
権
力
機
構
」）
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
第
一
〇
二
条
）。
し
か
し
、

会
社
の
最
も
権
限
を
持
つ
機
関
が
ど
こ
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
株
主
会
（
五
七
・
二
％
）、
董
事
会
（
四
二
％
）
お
よ
び
党
委

員
会
（
〇
・
八
％
）
と
い
う
回
答
の
順
番
が
出
た
（
表
２
）。

ま
た
、
企
業
の
効
率
の
向
上
と
競
争
力
の
ア
ッ
プ
に
関
し
て
、
ど
ん
な
機
関
が
最
も
影
響
力
を
持
つ
か

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
董
事
会
（
七
一
・
七
％
）、
株
主
会
（
二
七
・
一
％
）、
従
業
員
代
表
大
会

（
〇
・
八
％
）
お
よ
び
党
委
員
会
（
〇
・
四
％
）
と
い
う
調
査
結
果
も
出
た
。

中
国
の
株
式
会
社
な
い
し
上
場
企
業
は
、
旧
国
有
企
業
時
代
の
「
老
三
会
」（
党
委
員
会
、
従
業
員
代
表

大
会
、
工
会：

労
働
組
合
）
と
株
式
会
社
化
と
い
う
企
業
制
度
改
革
の
後
で
設
け
た
「
新
三
会
」（
株
主
総

会
、
董
事
会
、
監
事
会
）
が
併
存
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、「
老
三
会
」
と
「
新

三
会
」
の
う
ち
、
大
部
分
の
企
業
に
お
い
て
は
最
も
頻
繁
に
衝
突
し
て
い
る
の
は
董
事
会
と
党
委
員
会
で

あ
る
。

（33）

項目 回答企業数（社） 比率（％）
株主会 143 57.2
董事会 105 42.0
党委員会 2 0.8
合計 250 100.0

表２　最も権限を持つ機関

（出所）1999年上海証券取引所の調査。



（
２
）
董
事
会
に
お
け
る
董
事
長
の
権
限
お
よ
び
経
理
弁
公
会
（
経
営
会
議
）
に
お
け
る
総
経
理
の
権
限

董
事
会
と
経
理
弁
公
会
（
経
営
会
議
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
個
人
調
査
の
三
分
の
一
は
両
機
関
の
間
に
常
に
激
し
い
論
争
が
生

じ
て
い
る
と
回
答
し
た
。
し
か
し
、
九
五
％
は
最
終
的
に
意
見
の
一
致
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

董
事
会
に
お
い
て
意
見
の
一
致
が
達
成
さ
れ
な
い
と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
、
個
人
調
査
の
六

五
％
は
董
事
会
メ
ン
バ
ー
の
投
票
に
よ
り
決
定
、
一
七
・
八
％
は
董
事
長
に
よ
り
最
終
決
定
、
七
・
九
％
は
問
題
を
株
主
会
に
持
ち

出
し
て
裁
定
し
て
も
ら
う
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
経
理
弁
公
会
（
経
営
会
議
）
に
お
い
て
意
見
の
一
致
が
達
成
さ
れ
な
い
と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
五
四
・
二
％
は
総
経
理
が
最
終
決
定
、
一
八
・
四
％
は
問
題
を
董
事
会
に
持
ち
出
し
て
裁
定
し
て
も
ら
う
、
一
三
・

二
％
は
董
事
長
に
よ
り
裁
定
、
九
・
九
％
は
経
理
弁
公
会
（
経
営
会
議
）
に
よ
り
投
票
で
解
決
す
べ
き
と
い
う
回
答
を
得
た
。

以
上
の
回
答
か
ら
、
総
経
理
の
場
合
は
、
経
理
弁
公
会
（
経
営
会
議
）
に
お
い
て
比
較
的
大
き
な
意
思
決
定
権
を
持
っ
て
お
り
、

一
方
、
董
事
長
は
董
事
会
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
力
が
比
較
的
弱
い
と
取
引
所
は
分
析
し
て
い
る
。

（
３
）
企
業
の
発
展
戦
略

企
業
の
発
展
戦
略
お
よ
び
戦
略
的
な
業
務
計
画
が
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
今
回
の
個
人
調
査
で
は
、
六
三
・
三
％
の
調

査
対
象
者
が
自
分
の
企
業
は
正
式
な
発
展
戦
略
お
よ
び
戦
略
的
な
業
務
計
画
を
持
っ
て
い
る
と
答
え
た
。
二
〇
％
は
非
正
式
あ
る
い

は
文
書
化
さ
れ
て
い
な
い
業
務
計
画
が
あ
り
、
三
・
九
％
は
会
社
の
戦
略
的
な
業
務
計
画
が
全
く
な
い
と
答
え
た
。

ま
た
、
誰
が
企
業
の
発
展
戦
略
を
策
定
す
る
か
に
つ
い
て
、
五
〇
・
三
％
は
董
事
会
、
四
四
・
一
％
は
経
営
陣
、
五
・
六
％
は
株

主
会
、
二
・
五
％
は
大
株
主
を
選
ん
だ
。
こ
の
回
答
か
ら
、
基
本
的
に
董
事
会
と
経
営
陣
は
企
業
の
発
展
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
と

（34）



考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
企
業
の
発
展
戦
略
の
策
定
は
そ
も
そ
も
董
事
会
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
り
（「
会
社
法
」
第
一
一
二

条
）、
こ
こ
で
四
割
以
上
の
回
答
が
経
営
陣
を
選
ん
だ
こ
と
で
、
そ
の
原
因
は
董
事
会
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
か
、

ま
た
は
経
営
陣
が
自
ら
の
権
限
を
超
え
て
董
事
会
の
機
能
を
代
行
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
取
引
所
は
指
摘
す
る
。

（
４
）
投
資
権
限

会
社
の
投
資
権
限
に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
企
業
の
五
五
・
一
％
は
総
経
理
に
一

定
の
投
資
権
限
を
与
え
て
お
ら
ず
、
八
五
・
四
％
は
董
事
長
に
一
定
の
投
資
権
限

を
与
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
九
五
・
七
％
は
董
事
会
に
一
定
の
投
資
権
限
を
与

え
た
。
こ
こ
で
投
資
の
選
択
と
決
定
に
関
す
る
権
限
に
つ
い
て
、
董
事
会
が
最
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

（
５
）
会
社
の
内
部
関
係

表
３
が
示
す
よ
う
に
、
董
事
会
と
党
委
員
会
は
最
も
頻
繁
に
衝
突
し
て
い
る
内

部
機
関
で
あ
る
。
ま
た
、
株
主
会
と
董
事
会
、
株
主
会
と
従
業
員
代
表
大
会
、
董

事
会
と
従
業
員
代
表
大
会
お
よ
び
董
事
会
と
監
事
会
の
間
は
比
較
的
衝
突
し
や
す

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
人
事
や
党
・
政
府
の
方
針
の
貫
徹
な
ど
の
権
限
を
持
つ
企
業
内
党
委
員

（35）

項目 回答数（人） ％
董事会と党委員会 14 21.5
株主会と董事会 12 18.6
株主会と従業員代表大会 11 16.9
董事会と従業員代表大会 10 15.5
董事会と監事会 8 12.3
董事会と労働組合（工会） 3 4.6

董事会と党政聯席会 1 1.5
企業内党委員会と従業員代表大会 1 1.5
株主会と労働組合（工会） 1 1.5

合計 65 100.0

表３　最も頻繁に衝突している内部機関

（出所）1999年上海証券取引所の調査。

従業員代表大会と労働組合（工会） 3 4.6
株主会と党委員会 1 1.5



会
は
企
業
の
業
務
執
行
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
董
事
会
と
の
間
で
最
も
衝
突
し
や
す

い
。
意
思
決
定
に
関
し
て
は
二
つ
の
権
力
中
枢
が
企
業
内
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
中
国
の
政
治
体
制
と
社
会
制
度
の
下
で
、
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
核
心
的
な
問
題
は
董
事
会
と
党
委
員
会
と
の
関
係
が
今
後
如
何
に

ス
ム
ー
ズ
に
調
整
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
６
）
内
部
の
制
約

企
業
内
部
か
ら
の
最
も
重
要
な
制
約
要
素
は
董
事
会
（
二
九
・
二
％
）
で
あ
る
。
ま
た
管
理
層
（
経
営
陣
）
の
自
己
制
約
は
二
位

（
二
五
・
八
％
）、
株
主
会
か
ら
の
制
約
は
三
位
（
一
九
・
九
％
）
と
な
っ
た
（
表
４
）。
逆
に
、
党
組
織
と
労
働
組
合
（
工
会
）
か
ら

の
制
約
は
後
か
ら
の
順
位
二
、
一
と
な
っ
た
。
企
業
制
度
改
革
後
は
、
内
部
制
約
に
関
す
る
董
事
会
、
経
営
陣
お
よ
び
株
主
会
の
役

割
を
増
や
し
、
一
方
、
党
組
織
と
労
働
組
合
（
工
会
）
の
役
割
を
後
退
さ
せ
、
内
部
制
約
の
勢
力
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し

て
い
る
。

（
７
）
外
部
の
制
約

外
部
か
ら
の
制
約
要
素
に
つ
い
て
、
七
九
・
一
％
は
製
品
の
市
場
（
消
費
者
）
を
選
ん
だ
。
そ
れ
を
消
費
者
を
選
ん
だ
三
・
三
％

と
合
わ
せ
れ
ば
、
消
費
者
に
関
す
る
比
率
は
八
割
（
八
二
・
四
％
）
を
超
え
、
外
部
制
約
の
基
軸
に
な
っ
た
（
表
５
）。
こ
れ
は
二

〇
年
余
り
の
「
改
革
開
放
」
政
策
と
市
場
経
済
へ
の
転
換
に
よ
る
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
企
業
は
計
画
当
局
の
指

令
に
よ
る
経
営
行
動
で
は
な
く
、
市
場
と
消
費
者
の
需
要
に
合
わ
せ
て
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
時
代
に
入
っ
た
と
言
え
る
の

（36）

最も重要な要素 ％
董事会 29.2

従業員 1.7
党組織 1.3
労働組合（工会） 0.1

表４　会社内部の制約要素

（出所）1999年上海証券取引所
の調査。

管理層の自己制約 25.8
株主会 19.9
主管部門 13.2
地方政府 5.4
監事会 3.4



で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
株
式
市
場
（
流
通
株
の
保
有
者
）
（
６
）、

経
営
者
市
場
お
よ
び
労
働
市
場
に
よ

る
外
部
制
約
は
二
位
（
四
・
八
％
）、
三
位
（
四
・
五
％
）、
四
位
（
四
％
）
で
、
投

資
家
の
判
断
、
有
能
な
経
営
者
お
よ
び
優
秀
な
人
材
の
獲
得
は
よ
り
重
要
な
外
部
制

約
の
要
素
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
外
部
制
約
は
最
も
少
な
く

（
〇
・
三
％
）、
マ
ス
コ
ミ
の
監
視
力
が
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
と
言
え
よ
う
。

（
８
）
党
組
織
の
役
割

企
業
内
党
組
織
の
役
割
は
経
営
の
意
思
決
定
、
人
事

任
命
、
董
事
や
経
理
の
行
為
の
監
督
、
従
業
員
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
お
よ
び
管
理
層
と
従
業
員
の
関
係
の
調
整

と
い
う
広
い
範
囲
に
ま
で
及
ん
だ
。
党
組
織
の
役
割
を

発
揮
し
て
い
な
い
と
答
え
た
の
は
わ
ず
か
二
・
三
％
で
あ
っ
た
（
表
６
）。

こ
の
よ
う
に
企
業
の
意
思
決
定
、
人
事
お
よ
び
監
督
な
ど
の
重
要
な
面
で
、
党
組
織
の
役
割
は
全
面

開
花
し
た
こ
と
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
状
で
あ
り
、
そ
れ
は
殆
ど
の
上
場
企
業
（
九
五
％
前
後
）
が
国
有

企
業
か
ら
組
織
変
更
し
て
株
式
会
社
に
な
っ
て
か
ら
上
場
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
国
有
企
業
時
代
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
は
上
場
企
業
に
そ
の
ま
ま
「
現
状
依
存
」
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
の
社
会
・
企
業
環
境
に
お
い
て
、
党
組
織
は
従
業
員
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
管
理
層
と
従
業
員

（37）

最も重要な要素 ％
製品の市場（消費者） 79.1
株式市場（流通株の保有者） 4.8
ローンの獲得（銀行） 2.7
重要な設備と原材料の提供企業 1.3
労働市場（優秀な人材の獲得と留保） 4.0
経営者市場（董事と経理の名誉と個人の将来） 4.5
マスコミ 0.3
消費者 3.3

合計 100.0

表５　会社外部の制約要素

（注）流通株とは、株式市場で自由に売買できる株式をいう。
国家株および法人株などは現時点では一般流通できないた
め、非流通株に分類している。

（出所）1999年上海証券取引所の調査。

項目 肯定 否定
経営の意思決定 98.8 1.2
人事任命 99.7 0.3
董事、経理の行為を監督する 99.5 0.5
従業員のインセンティブを引き出す 99.9 0.1
管理層と従業員の関係を調整する 99.8 0.2

表６　党組織の役割（％）

（出所）1999年上海証券取引所の調査。



の
関
係
の
調
整
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
会
社
の
内
部
関
係
の
調
整
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
企
業
経
営
に
お
い
て
、
党
組
織
は
具
体
的
に
何
を
管
理
す
べ
き
か
、
そ
の

権
限
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
含
ま
れ
る
か
が
明
確
化
・
明
文
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
意
思
決
定
に
お
け
る
外
部
顧
問
の
役
割

今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
の
五
八
・
七
％
は
所
属
す
る
企
業
が
外
部
顧
問
を
招
聘
し
、
戦
略
的
な

意
思
決
定
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
。
外
部
顧
問
の
招
聘
機
関
に
つ
い
て
、
表
７
が
示
す
よ
う
な
結

果
が
出
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
董
事
会
と
経
営
陣
に
よ
る
招
聘
で
あ
る
。
ま
た
、
外
部
顧
問
の
役
割
に
つ

い
て
、
役
割
が
「
大
き
い
」
と
答
え
た
の
は
三
割
（
二
九
％
）
に
近
い
。「
普
通
」
と
答
え
た
の
は
六
三
・

四
％
、「
小
さ
い
」
と
「
な
し
」
と
答
え
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
六
・
二
％
、
一
・
三
％
で
あ
る
。

６
　
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
監
事
会
、
経
営
陣
お
よ
び
意
思
決
定
の
在
り
方
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
今
回
の
調
査
か
ら
、
監

事
会
の
機
能
が
形
骸
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
今
後
、
監
事
会
の
経
営
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
企
業
の
外
部
制
約
の
基
軸
は
市
場
と
消
費
者
に
変
化
し
た
こ
と
で
、
市
場
経
済
化
と
企
業
改
革
の
成
果
を
こ
こ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
企
業
内
党
組
織
の
存
在
は
中
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
最
大
の
特
徴
と
も
言
う
べ
き
で
、
今
後
党

組
織
と
董
事
会
な
ど
の
他
の
内
部
組
織
と
の
関
係
が
如
何
に
ス
ム
ー
ズ
に
調
整
さ
れ
る
か
、
そ
し
て
党
自
身
の
改
革
が
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
、
が
重
要
な
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（38）

外部顧問の役割 ％
大きい 29.0
普通 63.4
小さい 6.2
なし 1.3

表７　外部顧問の選任とその役割

（出所）1999年上海証券取引所の調査。

何処が外部顧問を招聘するか ％
董事会 55.7
経営陣 36.3
大株主 4.4
株主会 3.5



注（
１
）

拙
稿
「
上
海
証
券
取
引
所
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
調
査
（
一
）〜
株
主
総
会
と
董
事
会
を
中
心
に
〜
」『
証
券
レ
ポ
ー
ト
』（
Ｎ
ｏ．

一
五
九
二
）、
二
〇
〇
一
年
四
月
。

（
２
）

二
三
八
社
上
場
企
業
（
上
海：

一
三
三
社
、
深

：

一
〇
五
社
）
の
資
料
調
査
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
一
九
九
九
年
前
半
ま
で
の
「
上
場

公
告
書
」
と
「
目
論
見
書
」（『
中
国
証
券
報
』）
の
中
の
会
社
重
役
の
履
歴
書
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
海
上
場
企
業
の
総
経
理
の
内

部
昇
進
者
は
八
〇
・
五
六
％
、
深

上
場
企
業
の
場
合
は
八
一
・
一
一
％
で
あ
る
。
拙
稿
「
中
国
上
場
企
業
の
株
式
所
有
構
造
と
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
態
」『
証
券
経
済
研
究
』（
第
二
三
号
）、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、
拙
稿
「
企
業
調
査
か
ら
見
た
中
国
の
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
二
）〜
経
営
者
の
資
質
と
昇
進
経
路
を
中
心
に
〜
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』（
Ｎ
ｏ．

一
五
八
七
）、
二
〇
〇
〇
年
一
〇

月
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）

同
上
二
三
八
社
の
調
査
。
上
海
上
場
企
業
の
大
卒
以
上
の
総
経
理
は
六
〇
・
五
五
％
、
深

上
場
企
業
の
場
合
は
五
三
・
二
六
％
で
あ

る
。

（
４
）

同
上
二
三
八
社
の
調
査
。
上
海
上
場
企
業
の
大
卒
以
上
の
副
総
経
理
は
四
五
・
七
八
％
、
深

上
場
企
業
の
場
合
は
四
一
・
七
二
％
で
あ

る
。

（
５
）

兼
任
に
関
し
て
、
取
締
役
、
経
理
お
よ
び
会
計
責
任
者
は
監
事
を
兼
任
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
（「
会
社
法
」
第
一
二
四
条
）。

（
６
）

流
通
株
と
は
、
株
式
市
場
で
自
由
に
売
買
で
き
る
株
式
を
い
う
。
国
家
株
お
よ
び
法
人
株
な
ど
は
現
時
点
で
は
一
般
流
通
で
き
な
い
た
め
、

非
流
通
株
に
分
類
し
て
い
る
。
現
在
、
非
流
通
株
は
発
行
済
株
式
の
六
割
前
後
を
占
め
、
一
般
流
通
株
で
き
る
株
式
は
全
体
の
三
割
前
後

で
あ
る
。

（39）
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